
 

 

平成３１年度 学校経営環境分析書 

 

 両城中学校区 校番 １９ 学校名 呉市立両城小学校  

１ 学校の内外環境の分析 

外
部
環
境 

（支援的要因） 

・地域住民・保護者ともに協力

的で，学校教育への関心が大変

強い。 

・地域住民・保護者に様々な分

野でゲストティーチャーになり

得る人材が多い。 

・子どもまつり・七夕会等，伝

統を活かした子供のための地域

行事が多く企画されている。 

・登下校の際の児童の見守り体

制がしっかりと組織化されてお

り，課題等についての連携も確

実に行われている。 

（強み） 

・児童数が少ないために，児童
や保護者の様子・課題等につい
て，情報の共有化が図りやすい。 
・少人数のため，個に応じた指
導が図りやすい。 
・子ども同士がしっかり互いを
知っており，高学年児童が低学
年児童の面倒をよく見る。特に，
入学時の１年生に対する６年生
の思いやりあふれる配慮は本校
の良い伝統である。 
・児童は素直で，指導したこと
を実行に移そうとする面が強
い。 
・全体的に児童が落ち着いてお
り，時計を見て時間を守った行
動ができる。 
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（阻害的要因） 

・校区は広くないが，踏切や国

道等，安全面で配慮の必要な場

所が多い。 

・地域の高齢化が進んでいる。 

・施設・設備の老朽化が進んで

いる。 

・地理的に小小間，小中間の移

動が難しく，小中連携した児童

生徒の交流が持ちにくい。 

（弱み） 

・教職員数が少ないため，分掌内容

等一人一人の負担が大きい。 

・教職員の年齢層に偏りがある。 

・クラス替えも無く，児童の人間関

係が固定化しやすい。 

・１学年１学級で学級内の児童数も

少ないため，切磋琢磨できにくく，

向上心に欠ける面もある。 

・学力面で個人差が大きい。 

・特別な支援の必要な児童の内，保

護者の理解が得られず適切な支援が

受けられていない児童が複数在籍し

ている。 

・学校での児童の様子に関心が薄い

保護者がいる。 

 

２ 重点課題 

 

 

 

 

 

 

○地域の特性・人材を活か

した本校独自の取組を一層

推進し，郷土を愛する児童

の育成に努める。 

○小規模校のよさを活かし

た全教職員での指導を徹底

する。 

○地域・ＰＴＡとの協働し

た教育活動をさらに充実さ

せる。 

○９年間を見通した小中一

貫教育の充実を図る。 

○組織の効率的な機能のた

めに，業務改善を進める。 

○学習面，生活面において，

一人で，または集団で「考

える」場と時間を確実に設

定する。 

○教室配置の工夫をし，異

学年交流を一層進める。 

○専門性を持つ関係諸機関

との連携をさらに強める。 

○小中一貫教育・保幼小連

携を推進する。 

① 授業改善を進め，児童が考える授業を創造し，学力向上を図る。 

 

② 異学年交流を積極的に進め，互いに高め合う学校集団にする。 

 

③ 地域の人材・特色を活かした教材の開発を進め，郷土を愛する児童を育成する。 

阻害的要因と弱みを克服
する活動・取組は 

支援的要因と強みを生か
した活動・取組は 
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